
阿賀野市条例第３４号  

   阿賀北葬斎場の設置及び管理に関する条例  

 （設置）  

第１条 墓地、埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号）の規定に基づ

く火葬を行うための施設として阿賀北葬斎場（以下「葬斎場」という。）を

設置する。  

 （名称及び位置）  

第２条 葬斎場の名称及び位置は、次のとおりとする。  

   名称 阿賀北葬斎場 

   位置 阿賀野市下条７０番地１ 

 （使用の許可） 

第３条 葬斎場を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 （使用の制限） 

第４条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、葬斎場の使用を許可

しないものとする。 

 (１) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められる

とき。 

 (２) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 

７７号）第２条第２号に掲げる暴力団その他集団的に又は常習的に暴力

的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるとき。 

 (３) 葬斎場又は附属設備を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると

認められるとき。 

 (４) その他市長が不適当と認めるとき。 

 （使用許可の取消し等） 

第５条 市長は、使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が、次の

各号のいずれかに該当すると認めたときは、使用を停止し、使用の許可を取

り消すことができる。この場合において、使用者に生じた損害について市長

はその責を負わない。 

 (１) 偽りその他不正な手段により使用の許可を受けたとき。 

 (２) 前条各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

 (３) この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

 (４) 使用の許可に付した条件に違反したとき。 

 （使用料等） 



第６条 使用者は別表に定める使用料を納付しなければならない。 

２ 前項の使用料は、使用許可の際に徴収する。ただし、市長が特別の理由が

あると認めたときは、納期限を別に指定して徴収することができる。 

 （使用料の減免） 

 第７条 市長は、特に必要があると認められたときは、前条の規定にかかわ

らず、その使用料を減額し、又は免除することができる。 

 （使用料の不還付） 

第８条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に必要と認める時は、

使用料の全部又は一部を還付することができる。 

 （損害賠償等） 

 第９条 使用者は、建物又は附属物若しくは物件等を破損し、汚損し、又は

滅失したときは、これを原状に回復しなければならない。ただし、原状に回

復することができないときは、市長が相当と認める損害額を賠償しなければ

ならない。 

 （焼骨の引取り） 

第１０条 使用者は、市長が指定した日時までに火葬をした者の焼骨を引き取

らなければならない。 

２ 市長は、使用者が前項の規定により指定された日時までに焼骨の引取りを

しない場合において、葬斎場の管理上支障があると認めるときは、当該焼骨

を処分することができる。 

 （指定管理者による管理） 

第１１条 葬斎場の管理は、市長が指定する指定管理者（地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以

下同じ。）に行わせることができる。 

 （指定管理者が行う業務の範囲） 

第１２条 指定管理者が行う葬斎場の管理の業務の範囲は、次のとおりとする。 

 (１) 火葬に関する業務 

 (２) 葬斎場の施設等の維持管理に関する業務 

 (３) 前２号に掲げる業務のほか、葬斎場の管理及び運営に必要な業務 

 （委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は

規則で定める。 

   附 則  

 （施行期日）  



１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。  

 （阿賀北広域組合の解散に伴う経過措置）  

２ この条例の施行の日前に阿賀北広域組合葬斎場条例（昭和５４年阿賀北広

域組合条例第１７号。以下「組合条例」という。）の規定によりなされた処

分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

３ この条例の施行の日前に阿賀北広域組合が組合条例第３条により許可し

た者の使用料については、なお従前の例による。 

別表（第６条関係）  

種 別  区 分  単 位  使 用 料  

 

火  葬  

１ ２ 歳 以 上  １体につき  １５，０００円  

１ ２ 歳 未 満  １体につき  １２，０００円  

死  産  児  １胎につき  ４，５００円  

焼  却  身体の一部等  １室につき  １，５００円  

備考 上記の区分に該当する者（死産児については父又は母）が、阿賀野市、

新潟市（旧豊栄市の区域）以外の住所地の場合は、倍額とする。  


